
研究開発の方向性を定めるのに必要な、“正確な特許分析技術”を身につけられるよう基本事項から解説します。 

更に、特許侵害回避や強い特許出願につながる特許明細書の弱点の見つけ方も解説します。 

 

 
 

講師：よろず知財戦略コンサルティング 代表、医学博士、元大王製紙株式会社 知的財産部長 萬 秀憲 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式：オンラインセミナー（Live 配信） 補足： 
Live 配信に加え【見逃し配信】も実施します。当日の受講が難しい場合は見逃し配信を
ご視聴ください（配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル：知財 講習会コード： t d s 2 0 2 4 1 0 1 0 k 1 

紹介：花王（株）にて商品開発研究に従事(入浴剤バブ等を開発)、東京研究所室長、栃木研究所室長を務め
る。1999年 大王製紙（株）入社、 家庭紙開発部長、2005年よりH&PC事業部知的財産部長、執行役員、
参与を歴任し 2020 年 1 月に退職。 
2020 年 4 月より現職にて、延べ 12 社への知財戦略等のコンサルティング業務やセミナー講師など多岐に活躍。 

＜習得できること＞ 
●他社特許の有効性や権利範囲の正確な把握、に必要な基本的事項を習得できます。 
●特許クレーム解釈のポイントが理解でき、効率よく白黒を見極め、グレーゾーンを狭めるスキルを習得できます。 
●特許明細書の弱点の見つけ方、特許侵害回避のための各種手法を習得できます。 

＜プログラム＞ 
１．他社特許における解釈の前提 

（１）特許権侵害訴訟のリスク 
（２）特許権の効力 

（３）特許権侵害訴訟 
（４）実例における成功例と失敗例からの教訓 

①「ティッシュペーパ用包装箱」事件（用語の解釈、無効論） 

②「使い捨て紙おむつ」事件(異議答弁書の記載) 
③「使い捨て紙おむつ」事件（均等論） 
④「ティシュペーパー」事件（測定方法） 

２．他社特許の解釈前にすべきこと 
（１）現時点における特許の有効性の確認 
（２）特許の審査経過の確認 

（３）審査で引用された文献の内容の確認 
（４）権利化された内容と出願時の内容の確認 
（５）審査時の先行技術調査、及び、審査官の認定・判断の確認 

（６）意見書等で出願人が主張した発明のポイントの確認 
（７）関連出願の存在の確認 

３．他社特許の権利範囲の把握（特許クレーム解釈） 

（１）文言解釈 
①特許請求の範囲 
②明細書の詳細な説明・図面の参酌 

③用語の解釈（用語の普通の意味） 
④当業者の技術常識 
⑤機能的クレームの解釈 

⑥プロダクトバイプロセスクレームの解釈 
（２）特許請求の範囲の拡大解釈（均等論） 

①均等論の基本的な考え方 

②均等論が認められる条件 
４．他社特許の有効性の把握（無効論） 

（１）新規性欠如 

（２）進歩性欠如 
（３）実施可能要件違反 
（４）サポート要件違反 

（５）明確性要件違反 
 

５．特許明細書の弱点の見つけ方 
（１）特許請求の範囲の縮小解釈の考え方 

①作用効果に基づく縮小解釈の考え方 

②出願経過に基づく縮小解釈の考え方 
③公知技術に基づく縮小解釈の考え方 

（２）明細書の弱点の見つけ方 

①注目すべき請求項と記載された発明の把握 
②請求項の文説と特徴点の抽出 
③対象製品等との相違点（設計変更可能な構成）の抽出 

④請求項の用語の解釈による権利範囲の縮小解釈 
⑤作用効果の参酌による権利範囲の縮小解釈 
⑥出願経過の参酌、包袋禁反言による権利範囲の縮小解釈 

⑦公知技術の除外、公知技術の参酌による権利範囲の縮小解釈 
⑧新規性欠如、進歩性欠如による権利範囲の縮小解釈 
⑨記載要件違反による権利範囲の縮小解釈 

６．特許侵害回避のための各種手法 
（１）予防 

①新製品／改良製品発売前、新技術実施前に他社特許調査を徹底 

②特許権侵害と言われそうな他社特許があった場合は対策を検討 
③技術的範囲に属するか否かの判断 
④間接侵害の検討 

⑤均等侵害の検討 
⑥先使用権の検討 
⑦特許の無効化検討 

⑧侵害を回避する仕様変更検討 
（２）争いになる前に侵害を回避する 

①特許権侵害と言われそうな他社特許があった場合、ライセンス交渉を実施 

②自社特許とのクロスライセンスによる解決 
③ライセンス料を払って侵害回避 

（３）争いになってしまった後に侵害を回避する 

①予想していない特許での警告 
②交渉によって権利者の解釈と当方の解釈の違いが生じる要因を特定 
③権利者の解釈が不当であってもその解釈でも侵害を回避できる仕様変更の検討 

④交渉による解決 
（４）警告状無しで突然訴えられた場合 

①予想していない特許での突然の特許侵害訴訟提起 

②交渉によって権利者の解釈と当方の解釈の違いが生じる要因を特定 
③権利者の解釈が不当であってもその解釈でも侵害を回避できる仕様変更の検討 
④訴訟による解決、裁判外の解決 

＜講義概要＞ 

他社特許を侵害してしまうと、多大な費用や労力負担がかかるだけでなく、企業ブランドを失墜させてしまうという大きな経営リスクを生じるため、

研究・開発においては、他社特許を調査し、その結果に基づいて研究開発の方向を決める必要があります。その際、他社特許の影響を過小評価し

後に問題を残さないようにすること、他社特許の有効性や権利範囲を過大評価し、ビジネスチャンスを逃すことがないようにすること、すなわち、他社

特許の有効性や権利範囲をできる限り正確に把握する必要があります。本講座では、他社特許の有効性や権利範囲の正確な把握に必要な基

本的事項を説明するとともに、特許クレーム解釈のポイントを解説し、効率よく白黒を見極め、グレーゾーンを狭めるスキルを解説します。また、特許

明細書の弱点の見つけ方、特許侵害回避のための各種手法についても解説します。 

 

 

研究開発部門のための特許クレーム解釈 
~効率よく白黒を見極め、グレーゾーンを狭めるスキル~ 

●日 程 2024 年 10 月 10 日（木） 13：30 ～ 16：30  

●受講料 24,200 円（税込） ※8/10（土）までにお申込の場合、 19,360 円 （2 割引）となります 



＜お申込要項＞ 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 
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お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 

＜注意＞ 

① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 

② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 

 

お支払について 

＜期日＞ 

受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 

※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご一報ください 

＜方法＞ 

①銀行振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  

②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 

 

 

 

 

FAX 

03-6261-7924 

 

主 催 

申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 

住 所 〒102-0074 東京都千代田区九段南 3-9-14 九段南センタービル 5 階 

電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 

 

申込講座 2024/10/10 研究開発部門のための特許クレーム解釈  

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※ 
 TEL※ 

 

所属※ 
 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

参加者② 

氏名※ 
 TEL※ 

 

所属※ 

 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

支払方法※ □ 銀行振込（紙請求書） □ 銀行振込（PDF 請求書） □ カード支払い  □ 未定のため後日連絡する 

支払予定日※ □［    ］月［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 

 

 

 

【お振込先】 

振込先銀行 三井住友銀行 

支店 多摩センター支店（909） 

口座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 

送信先：entry@tech-d.jp 

メール本文に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【氏名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 

⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

file:///C:/Users/yajim/Downloads/entry@tech-d.jp
https://tech-d.jp/

